ク　ラ　ブ山　山　行　実　施　報　告　書
　平成31年3月9日
	行き先
	矢倉岳（870ｍ）、足柄峠（759ｍ）　神奈川県＆静岡県県境

	天　候
	快晴


	期　日
	平成31年3月9日（土）

	参加者
	　計７名　

	
	　　日帰り

	コース

タイム
	　　8:14　　大雄山線　8:35　　　9:00　箱根登山バス　　　9:10
小田原駅　―――　大雄山駅　　関本　　　―――　　　矢倉沢　
　新松田　―――-―――――　 関本　　――――　　　矢倉沢　（箱根登山バス）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　9:20　　　10:55/11:40　　　　　12:40/13:10　　　　13:50　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　
矢倉沢-----矢倉岳山頂（昼食）-----　足柄峠-------地蔵堂バス停
　　
　正味歩行時間：３時間１０分　　　歩行距離：約１０Km
　　反省会は小田原まで出て、駅前の食堂で行った。
　呼び込みの若い娘がたくさんの特典を言ったのでそこにした。

　料理は美味かったがちょっと高かった。

	所感
	1. 大雄山線の電車から左手に富士山が見えてくると、そのすぐ右側に同じ高さに見えるこんもりとしたまるで蓼科山のような矢倉岳が見える。（写真添付）
2. 矢倉沢バス停の標高は247mで、ここから矢倉岳（870ｍ）までの標高差623ｍを水平距離で3kmのうちに登ることになる。登り口に矢倉岳散歩道とかハイキングコースとか表示があるが騙されてはいけない。それなりの脚力は必要だ。
3. バス停から５分ほどは平坦だが、そこから舗装のやや急登の農道を20分ほどかけて猪よけの扉に着く。　ここからが大変。山頂まで急登が続く。
4. 途中で少し休み、１時間35分をかけて山頂に着いた。山頂は広々とした草原という風。富士山、金時山、神山、明神ヶ岳などが展望出来た。（山頂写真2枚添付）
5. 45分ほど休憩して足柄万葉公園に向けてまたまた急な下りをおりた。
6. 40分ぐらい下ったところで振り返ると矢倉岳が深い椀を伏せたように見えた。急登だったことがよくわかる。
7. 万葉公園から足柄峠付近はほとんど平坦で車道が近くにあった。万葉集の歌が立札にたくさん表示してあった。平安時代以前は足柄峠を通って東と西を行き来していたとのこと。西に向かう防人、東に向かう東征兵士などここで気持ちを切り替えたということらしい。
8. 足柄峠の展望台から見た富士山が素晴らしかった。あんなに大きく見えるとは。（写真添付）
9. 地蔵堂バス停までは足柄古道を下った。バス停には水道があり身体を拭いて着替えをした。
10. 天気に恵まれ、雪を冠った富士山が素晴らしかった。いい山行だった。

	
	

	
	

	留意事項
	・小田急を利用する人は小田原を経由せず、新松田駅から矢倉沢に直接行くバスを利用する方が安いし早い。
・地蔵堂バス停に蕎麦屋があった。ここで飲むのもよい。一人ならそうする。


